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梅雨の季節
戸塚 都戸塚 都

　今年は梅雨入りが遅かったようです。年々、
梅雨入りの時期が遅くなっているような気が
しているのですが、実際の所どうなのでしょ
うか。気象庁の過去の梅雨入り、梅雨明けの
記録を見てみると、1950 年までの約 70 年分
の記録を見ることができます。ざっと眺めて
みると、各年のバラつきの方が大きくて、50
年や 70 年などの長いスパンでの変化はあまり
傾向が分かりません。さらに以前のデータを
知りたい所ですが、そのようなデータは気象
庁の職員でもなければ見られないようですが、
その様な古いデータを使って過去の梅雨につ
いてまとめた資料はありました。見てみると、
1889 年から 1949 年までの 61 年間での梅雨
入りの平均は 5 月 24 日だそうです。梅雨入
りの時期が早まった様に見えます。100 年や
1000 年単位で遡れば、さらに梅雨入りの時期
が変化しているのかもしれません。
　少し話が飛んでしまいますが、藤原定家の日
記「明月記」に超新星爆発の記録が残ってい
ます。有名なものに 1006 年のおおかみ座で
起きた超新星爆発 SN1006 があります。記載
は「寛弘三年四月二日（西暦 1006 年 5 月 1 日）
以降の夜中に大客星 ( 明るい見慣れない星 ) が
おおかみ座に見えた。火星のように明るく光
り輝き、連夜、真南に見える」とあるそうです。
この超新星爆発については、中国、南宋の文献
にも記載がありそこには「5 月 6 日に周伯星（縁
起のよい星）が見えた。半月ほどの明るさだっ
た」とあり、一週間ほどで火星から半月ほどに

増光した様です。日本（京都）でも 5 月 1 日
から連夜空を確認しているはずですから、一週
間でここまで明るくなれば、何か言及してあっ
ても良いのではないかと思ってしまいます。「連
夜、光り輝く」という表現が少し曖昧な気がし
てしまいます。もしかしたら、1000 年前は梅
雨入りが５月上旬まで早まっていたのでしょう
か。梅雨に入ってしまったせいで、星をきちん
と観察することができなくなってしまったの
でしょうか。そうだとしたらとても悔しい話で
す。超新星爆発の明るさの変化までわかれば、
星の進化や爆発メカニズムのことまでわかった
かも知れませんが、これは 1000 年後の 2006
年に梅雨も気にしない宇宙空間に飛ばされた X
線衛星「すざく」によって、一部解明されるこ
とでリベンジが果たされました。

（とづか みやこ・天文科学研究員）
参考文献：
藤原定家「明月記」
脱脱等「宗史天文志」
吉持昭「入梅と出梅日の旧暦と太陽暦の比較」
日本気象学会史「天気」10 巻 4 号 125p

図：すざく衛星によって撮影された SN1006 の X 線写真
（京都大学プレスリリース）
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大島 誠人

　前回（2021 年 10 月号）の「おもしろ天文学」
の欄で、新星について紹介しました（図１）。今
回は、この話の続きをしてみたいと思います。

　新星が爆発を起こす際のメカニズムについて
は、前回の記事で紹介しました。白色矮星と赤色
星からなる近接連星系において、白色矮星の表面
に降り積もった物質の温度が高温になり、核反応
が暴走的に起こる、というのがおおまかな仕組み

でしたね（図２）。

図２：激変星の概念図。NASA/CXC/M.Weiss
https://chandra.harvard.edu/photo/2001/v1494aql/

繰り返される新星爆発

図 3: 減光の早い新星、わし座 V1494（上）ときわめて
遅い新星、カシオペヤ座 V1405（下）の光度曲線。ひ
とくちに新星といっても光度変化が全然違うことが分か
ります。 日本変光星観測者連盟のデータベースより作
成。

　白色矮星の表面の物質を吹き飛ばすだけですか
ら、連星系そのものは健在です。ですから、再び
赤色星から物質の移動が起これば、新星は繰り返
されるはずです。

冬眠する新星、しない新星
　ところが、必ずしもそうもいかないのではない
か？ とも考えられているのです。
　この仮説の根拠は、過去の新星にあります。新
星のなかには肉眼等級になるものもありますか
ら、歴史的な記録がかなりの数残されていますが、
対応天体がわかっている新星となると最も古いも
のは 1670 年のものです。これは新星とは別の爆
発現象ではないかという説もありますが [1][2]、
これより古いものとなると対応天体がそもそも見
つかっていません。これを元にして提唱されたの
が、新星の「冬眠」理論です [3]。
　新星爆発を起こした系は、その後伴星から輸送
される物質の量がしだいに低下して、そのうちに
止まってしまうのではないかというのがこの仮説
です。こうなると降着円盤もなくなってしまいま
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す。激変星の光の大半は降着円盤からやってくる
ので、非常に暗くなり、見つかりにくくなります。
このため新星爆発後の天体も見つからなくなる、

「冬眠」状態に入るのではないかというのです。
　どうしてこうなるのかというと、これは新星が
爆発をおこした後、赤色星表面がしだいに冷えて
くるためです。赤色星は通常は星の中では低温の
部類ですが、爆発直後の白色矮星表面は非常な高
温になっていますので、それに照らされている面
はかなりの高温になります。ところが何十年、何
百年と経つうちに白色矮星の表面が冷えてくる
と、赤色星の表面温度も下がってきます。これに
より、赤色星から白色矮星へとあふれる物質の量
も少なくなって最終的にはロッシュローブを満た
さなくなり、質量の移動は起きなくなるというわ
けです。
　その後、数千年ほど経つとまた質量輸送が始ま
り、降着円盤ができて今度こそ再び新星になりま
す。ですから、新星は長期的には爆発を繰り返し
ますが、その間に「冬眠」状態をはさんでおり、
人類の歴史よりもかなり長いタイムスケールで
の繰り返しになります。そのタイムスケールの長
さから観測的に検証するのは難しいですが、近年
物質の輸送率が比較的低い激変星にごく古い時期
の新星爆発の残骸が発見されており、冬眠理論の
傍証になるのではないかと注目されています [4]
[5]。

　ところが、中には数十年で爆発を繰り返す新星
があります。この場合、冷却の過程を経る間もな
く次の爆発が起こるので「冬眠」も起きず、2 回
以上の新星爆発を人類が観測することができま
す。このような新星は、とくに反復新星と呼ばれ
ます。
　
反復新星、さそり座 U
　反復新星は、現在 10 ほど知られています [6]。
爆発間隔は系によってかなり異なり、長いものだ
と 100 年近い間隔のものもあり、短いほうだと
お隣のアンドロメダ銀河には間隔が 1 年という反
複新星もあります [7]。
　銀河系内でも 10 年くらいの間隔のものは知ら
れています。その一つは昨年、宇宙 NOW の表紙
にもなったへびつかい座 RS で（2021 年 9 月号
参照）、これと同じくらい爆発頻度が高いのが今
回紹介するさそり座 U です（図 3）。
　この星は普段は 18 等くらいですが新星爆発を
示すと 8 等まで明るくなります。最初の爆発が発
見されたのは 1863 年と、かなり古くから知られ
ている天体です。その後反復新星であることがわ
かり、多少バラツキはありますが、だいたい 10
年くらいの間隔で、10 回の新星爆発が観測され
ています。前回の爆発は 2010 年の冬に起き、修
士論文と格闘している真っ最中にニュースが飛び
込んできたのを覚えています。

図３：2022 年のさそり座 U の新星爆発の写真。中央は爆発翌日の様子、右は爆発 25 日後に既に暗くなった様子。
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冒頭：日本変光星観測者連盟のデータベースから作成したさ
そり座 U の光度曲線。

　2010 年から 12 年経つということはそろそろ
次の爆発が起きてもいい頃です。今年の 6 月 7
日未明、ついに 11 回目の爆発が検出されました
[8]。
　発見したのは、長崎にお住まいのベテラン変光
星観測者、森山雅行さんです。森山さんは、この
日なんと一日に 2 度、さそり座 U の観測をして
おり、そのうち 2 回目の観測の際に明るくなっ
ているのを発見しました。1 回目の観測の時はま
だ明るくなっていなかったのですから、非常にス
ピーディな増光ということになります。
　この星は減光もスピーディで、新星の中でも最
も速く暗くなると言われています。今回も御多分
にもれず、数日で視界から消えていきました（図
4）。

図４：さそり座 U の光度曲線。日本変光星観測者連盟
のデータベースより作成。

超新星になる新星？
　ところで、新星爆発の前後で積もった分と吹き飛
んだ分はちゃんと釣り合っているのでしょうか？
　積もった分より吹き飛んだ分のほうが多い場合、
爆発を繰り返すごとに白色矮星の質量は大きくなり
ます。ところが、白色矮星には質量の上限が存在し
ており、太陽の 1.44 倍の質量までしか支えること
ができません。これはチャンドラセカール質量と呼
ばれ、これを超えた白色矮星はつぶれて大爆発を起
こします。これは Ia 型超新星と呼ばれ、銀河 1 つ
分くらいの明るさになります。ⅠがあるならⅡもあ
るのか、a があるなら b や c もあるのか…といった

疑問はその通りなのですがスペースの関係で今回
は割愛させていただきます。
　ところで、前回の当欄でも少し触れたとおり、
減光スピードは白色矮星の質量と関係がありま
す。となると、このさそり座 U の白色矮星もか
なり大きい質量を持つのでは？　とピンとくる方
もおられるかもしれません。
　まさにそのとおりで、このさそり座 U の白色
矮星の質量はとても大きいということが知られて
います。その値は太陽の 1.37 倍。チャンドラセ
カール質量にかなり近いのです [9]。
　実は、Ia 型超新星のメカニズムは判明してい
るものの、そこにどうやって至るかはまだ良くわ
かっていないところが少なくありません。特に、

「どうやって 1.44 太陽質量の白色矮星を作れる
か？」がよくわかっていないのです（単独の白色
矮星だと、ここまでは届かず何らかの形で質量の
流入が必要なようです）。すべての新星が Ia 型超
新星をつくれるというわけではないようなのです
が、一つの可能性としてこのさそり座 U のよう
な反復新星は長年、注目されています。

（おおしま ともひと・天文科学研究員）
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　JWST は、主鏡や観測装置などの科学機器を太
陽光などから遮断するためのサンシールドを備え、
2021 年 12 月 25 日の打ち上げから約 1 週間後の
12 月 31 日には、シールドの展開が完了しています。
　サンシールドは、表面にアルミニウムを蒸着させ
たカプトンの極薄フィルム５層で構成されており、
常に地球の方向を向いています。テニスコートほど
の大きさということですが、1,500,000 ㎞の距離
から、アマチュアレベルの望遠鏡で太陽の反射光を
捉えることができるか否か・・・これが、JWST 追
跡理由のひとつです。
　2022 年 1 月 2 日に極めて淡い光跡を捉えること
ができました。1月8日には、地球から約1,065,000 
km のところを、秒速 0.4 km で航行する JWST を
アイピースからも確認できました。
　サンシールドの角度が影響するのかどうか分かり
ませんが、光量に増減があり、全く見えない日もあ
りました。
　最終目標の L2 ポイント周回軌道に到着した 1 月
25 日以降は、条件の良い新月前後の夜に観測を続
けていますが、しっかりとその光跡を捉えることが
できています。
　５月１日の撮像は、地球から約 1,500,000 ㎞の
L2 ポイントを周回する JWST です。
　NASA のホームページによると、５月下旬、主鏡
を構成する 18 枚のミラーセグメントの 1 枚に、想
定を越える大きさの小隕石が衝突しましたが、初期
評価の結果、データにわずかな影響が見られるもの
の、望遠鏡はすべてのミッション要件を上回るレベ
ルで性能を維持していることが確認され、2022 年
7 月 12 日の科学観測画像公開など、運用スケジュー
ルに変更はないようです。

清水正雄（しみず まさお・友の会会員）
機材：eVscope

撮影地：佐用町下石井

追跡中！
ジェイムズウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）

会員番号 No.3766　清水正雄
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ガイダンスキャンプ
　　　ポスター総選挙 2022　<2>
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２つの星の増光予測

 鳴沢 真也

　「はくちょう座に新星はでましたか？」
ある日、来園者にこう質問されました。最初は
意味がわからなかったのですが、その方との会
話から思い出したのです。2017 年 12 月号の
本コーナーで筆者は、2022 年にはくちょう座
に新星が出現するかもしれないという記事を書
いていたのです。概要をおさらいすると、「ア
メリカの研究者らが KIC 9832227 という連
星系の公転周期を調査したところ、しだいに短
くなっている、つまり２つの星が接近してい
る。このままだと2022年２月前後に衝突して、
この研究チームは新星になると予測している」
というものです。
　ところが、この予測が出された翌年に、アメ
リカの別のグループが公転周期を再分析し、そ
の結果として近未来に衝突が起こることはな
い、とする論文が出されたのです。そこで、筆
者もこの話題はすっかり忘れていました。また
現段階でも、この連星系の２つの星が急接近し
ているという情報はありません。
　さて、実はもう一つ、今年明るさが急に変化
することが予測されている星があります。それ
は、さそり座デルタ星です。通常は２等星のこ
の星ですが、この春に増光して、ひょっとした
ら１等星になるかもしれないというのです。こ
ちらも連星系なのですが、２つの星は 11 年周
期で公転しています。その軌道はとてもつぶれ
た楕円です。つまり２つの星は接近したり、遠
ざかったりを繰り返します。そして今年の春ご
ろが最も接近する時期なのです。この時に片方
の星の重力の作用で相手の星の周囲にガス円盤

が形成され、これが輝くことで増光すると予測
されていました。実は、22 年前の接近時には
まさにこれが起こり、ギリギリ１等星にはなり
ませんでしたが、あの年の夏はさそり座が注目
されたのです。また 11 年前の接近時も増光が
観測されました。
　このデルタ星ですが、佐用町内のある会員さ
んも監視を続けていますが、今のところ特に明
るくなっているという報告はありません。増光
のメカニズムは単純ではなく、解明すべきこと
がまだまだあるのかもしれません。

（なるさわ しんや・天文科学専門員）

注目の話題を解説！注目の話題を解説！

FOCUSFOCUSAstroAstro  

KIC 9832227 の明るさは誇張して描いています。
実際は 12 等なので肉眼では見えません。
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石田 俊人石田 俊人スタッフ活動日記　 ６月スタッフ活動日記　 ６月
★１日（水）新たに事務員として寺本さんが着
任。よろしくお願いします。共同利用観測で早
稲田大、関根、菅原両氏来訪。対応は斎藤研究員。
★３日（金）トライやるウィークの発表会。
★４日（土）観望会で使用している小型望遠鏡
が途中で不調に。整備期間には、時間を取って
チェックが必要か。
★６日（月）佐用町から南光・三日月小学校が
自然学校で来訪。夜は観望会に参加。雲の切れ
間からなんとか見えそうとのことで、晴れ間待
ちの時間もかなりかかったが、何とか３つの天
体を観望。
★８日（水）相生税務署から感謝状をいただき
ました。昨年度、小学生の税に関する書道の掲
示に協力したことに対するものです。
★ 11 日（土）友の会観測デーは、残念ながら
悪天候のため中止。天文台南館１階ロビーで、

「はやぶさ２」が持ち帰った小惑星「リュウグウ」
サンプルのレプリカなどを展示しています。ご
興味のある方は、一度ご覧ください。
★ 12 日（日）大阪市立科学館で宇宙を学べる
大学の説明会。伊藤センター長に所用ができて、
本田准教授が急遽交代。夜間観望会は筆者が担
当だったが、暗くなって星が見え始めるまでに
薄雲が増え、最終的には肉眼では月の位置がわ
かる程度。でも、2 m では一等星や明るい二
重星は何とか見ていただけた。
★ 16 日（木）14 日から来訪していた家島小
学校の自然学校が観望。ここしばらくと同様に、
雲が多い中 2 m で向ければ一等星や明るい二
重星は何とか見えた。
★ 18 日（土）梅雨の貴重な晴れ間の観望会。
夏至が近いので、最初は望遠鏡の鏡を見ていた
だいて、暗くなるまで待ってから観望開始。最
後は M13、M57 なども観望。対応は本田准教
授。しかし、観測時間帯には高湿度や雲のため、

高山研究員はほとんど観測できず。
★ 19 日（日）昼間の観望会から、太陽と後に
なるほど雲が増え、２回目の昼間の星のときに
は観望できず。夜間観望会には神戸新聞旅行社
からのツアーでの参加あり。しかし、梅雨の時
期の曇り空で、一等星も順番に見ていく中で、
見えなくなるときも。みなさん１天体は見てい
ただけていれば良いのですが。
★ 20 日（月）佐用・上月小学校の自然学校。
観望会は見えなさそうということで、３グルー
プに分かれてお話や 2 m の説明などを巡る予
定で始めたが、2 m なら何とか見えているとい
うことで、急いで観望する形に変更。一等星と
明るい二重星で、雲の具合によって、見え方が
人によって異なっているような天候だったが、
とにかくなんとか観望。対応の仕方を途中で変
更するという中、本田准教授、高橋、戸塚両研
究員、竹内、鳴沢両専門員には、臨機応変に対
応していただいて、助かりました。
★ 21 日（火）津山工業高専実習。斎藤研究員
が担当で、大島、高山両研究員が協力。午後に
神戸新聞社の取材。竹内専門員対応。
★ 27 日（月）日本公開天文台協会の年次大会
に竹内専門員参加。２９日まで。
★ 28 日（火）近畿などは梅雨明けとのこと。
今年は、ひどく早く明けたようです。観望会で
もメシエ天体なども観望。埼玉大学 Schramm
氏の共同利用観測。大島研究員対応だったが、
湿度が高くなってきて観測できず。残念。
★ 30 日（木）接遇研修。参加は伊藤センター
長、本田准教授、鳴沢専門員、竹内専門員と筆者。
宮本美智子氏を講師に１時間少々。Web 上の
文章での敬語の誤使用もご指摘いただく。とに
かく、できることから改善していかなければ。
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８/12８/12 　スターダスト 2022 in さよう

天文講演会のお知らせ

新型コロナ対策などの影響で中止や延期、内容変更の可能性があります。事前にお問合せください。

８/12８/12

日　時：　８月 12 日（金）16：30 〜 18：00
講　師：　川邊 良平 氏 ( 国立天文台 )
場　所：	　西はりま天文台　南館１階スタディルーム
費　用：　無　料・申込不要

　フランスの生物学者ジャック・モノー ( ノーベル賞受賞 ) が「あらゆる科学の究極の目
標が、宇宙と人間の関係を読み解くことなら、生物学がその中心」と著書「偶然と必然」
で述べてから、はや 50 年。片や天文学は、独立に発展して宇宙の始まりや巨大ブラックホー
ルの存在などを解明。さらには、太陽系外の惑星が発見され、第２の地球探査計画や宇宙
生物学なるものも登場。講演では、宇宙と人の「深〜い」つながりや、研究の最前線をや
さしく紹介します。

みなさまのご感想・リクエスト・投稿をお待ちしています。
みなさまに親しまれる宇宙 NOW を目指して、みなさまのご意見をいただきたいと思います。
ご感想や「こんな話を読みたい」といったリクエスト、友の会へのご要望、色々お待ちして
います。宇宙 NOW 編集部までお寄せください。よろしくお願いいたします。
投稿は「氏名（よみがな）、会員番号」をお書き添えの上、宇宙 NOW 編集部 now@nhao.jp まで。
電話によるお問い合わせ：  0790-82-3886

日　時：　８月 12 日（金）
費　用：　無　料・申込不要
開催概要：　特別講演会
		  　　夜間特別観望会（全希望者対象）
	 　　　流星観察のため、朝まで敷地開放

スターダスト３年ぶりの開催決定！
少しずつ、コロナ以前の生活が戻りつつある昨今ですが、今年は３年ぶりの開催です。
さすがに以前と同じというわけにはいかず、縮小版ではありますが、開催が決まりました。
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昼間の星と太陽の観察会
７月 21 日〜 8 月 31 日まで　夏休み中毎日開催

＃友の会会員の特典のお知らせ
       友の会の方は来園時に会員カードご提示で割引があります。ぜひご活用ください。
　　　☆　『喫茶　カノープス』の飲食代　10％ OFF
　　　☆　ミュージアムショップ『twinkle』でのお買い物 1000 円以上で　10％ OFF

昼間の星の観察会		  時間：13：30 〜、15：30 〜
太陽の観察会		  時間：14：30 〜

いずれも無料・申し込み不要
昼間の星の観察会は観測室の定員が 5 名のため、お時間をいただく場合もございます。     　　　  

９/10９/10 第 194 回 友の会例会　　※友の会会員限定第 194 回 友の会例会　　※友の会会員限定

日　時：9 月 10 日（土）18：30 受付開始、19：15 〜 24：00
内　容：天体観望会、テーマ別観望会、クイズなど
テーマ別観望会：	 Ａ　2m で惑星を見よう、撮ろう（３０名まで、コリメート撮影）
			   Ｂ　60cm で惑星を撮ろう（一眼レフ、５名まで）
			   Ｃ　小型望遠鏡で中秋の名月を見よう、撮ろう（撮ろうはコリメート撮影

費　用：宿泊 大人 500 円、小人 300 円
　※友の会から宿泊料金の助成があり、シーツ代込の料金です。
　　　　朝食 500 円  （希望者のみ）
	 　　グループ用ロッジ宿泊の場合の費用です。
	 　　家族等は別途料金が必要です。
		  　詳細は事務局（申込先）までお問合せください。
申　込：申込表（右表）を参考に、下記の方法でご連絡下さい。
　　　　電話：0790-82-3886　FAX：0790-82-2258
　　　　e-mail：reikai@nhao.jp（件名を「Sep」に）
締　切：グループ棟宿泊、日帰り	 9 月  3 日（土）　
　　　　家族棟宿泊		  8 月 13 日（土）

※　観望会では人数制限があるため、観望会の参加の有無もお伺いいたします。

☆　新型コロナ対策などの影響でイベントの中止や延期、内容変更の可能性があります。事前にお問合せください。

宿泊ができない場合もございます。その場合は日帰り観望会となります。
　直前のお申し込みや、キャンセルは控えていただくようお願いいたします。
　お泊りのキャンセルをされた場合にはシーツ代などのキャンセル料が発生します。
　お食事のお申し込みについては、３日前までは無料、２日前 20％、前日 50％、
　当日 100％のキャンセル料が発生します。



2022 年　　　月

８月のみどころ
　今年のペルセウス座流星群の極大日は満月と重な
ります。この日ばかりは月に背を向けることになり
そうです。1 日〜 7 日はスター・ウィーク、4 日は
伝統的七夕です。全国で色々なイベントが行われま
す。ぜひ、お近くの天文台や科学館をお訪ねくださ
い。15 日、土星が衝です。12 日から 19 日にかけ
て、真夜中の空で月と惑星たちが近づきます。

星
ほしぞら

空
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８

「ISS」
撮　影：大島 誠人（天文科学研究員）
日　時：６月３日 20:21-20:24
機　材：PENTAX KP smc-PENTAX DA
	 18-135mm F3.5-5.6　
IS 感度：1600-6400　 露出時間：2s-15s　
月面通過の ISS…は、残念ながら佐用では見られませ
んでした（鳥取では見られたようです）。

今月号の表紙

土星

15 日 20 時 30 分
  7 日 21 時頃
22 日 20 時頃


